
     ☆ＦＡＸをお断りなくお借り致しまして、大変失礼致します。☆      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 拝啓 春寒の候、先生におかれ

益々御活躍のことと存じます。 
 この大変な時勢の中で、税理士

ていくべき時、私たちの価値観を

とかと常に思うのです。会計事務

中心です。お客様も人。所員も人

が中心、重要なことです。 
 ｢悪い会社はない。経営者に

る！｣とか、｢時勢のせいで潰れる

い。経営者に問題がある！｣とい

｢神の見えざる手｣に導かれ、経営

士も、自分の意思で会社をつくり

するなら真剣に学び、努力し、人

い、価値観を高めていくべきかと

す。自分に与えられた役割を自覚

分のための自利と、他人のための

一つになっていくような仕事、人

していきたいと思うのです。 
 ｢致知３月号・特集賜生

しせい

｣で東井

分を育てるのは自分』。この本で東

一貫して説いているのは賜生
しせい

であ

 今朝目が覚めてから何回呼吸し

か。わからんくらい息してる･･･

も、日曜も祭日も、｢どうかしっか

おくれよ、生きておくれよ｣と、皆

ている最中も、皆さんのために働

くれている｢働き｣があるんですね

呼吸も心臓の鼓動も、自分の意

いるわけではない。食べたものを

収し、不要なものを排除してくれ

血液を全身に循環させる働きも、

意志ではない。目に見えない偉大

よって、私たちの命はいまここに

そもそも、自分の意志でこの世

てきた人は一人もいない。人は皆

らない力によってこの世に生み出

る。賜った命であり、人生である

この地上の生命は、人も動物も

すべて細胞からできている。しか

科学をもってしても、未だに一つ

創り出すことはできない。遺伝子

一人者、村上和雄教授によると、

胞が一個偶然に生まれる確率は、毎回宝く

じを買って一億円が百万回連続当たるくら

いのとんでもない希少さだという。そうい

う希少な細胞が６０兆も集まり、調和して

いるのが私たちの生命なのである。  
一つの感慨が浮かび上がってくる。｢自分

の体、自分の命は自分のもの｣、と私たちは

思っている。だが、すべては天地から借り

受けたものなのだ、ということである。天

地から借り受けたものならば、粗末にせず、

その価値を十分に発揮させ、時期がきたら

お返しする。それこそが天地の心にかなう

生き方であろう。｢神仏から喜んでもらえる

ほど心が育っているか。宇宙は限りないめ

ぐみの海である。狭い利己主義の目では見

えない｣自分に与えられた役割を自覚して、

自利利他の精神で仕事と人生を目指してい

ノーベル賞の研究を実らせた 1972 年に

は 32 歳の京大助手だった増川敏英京都産

業大教授は仲間だった 28 歳の小林誠助手

と 10 年来の物理学の難問に取り組んでい

たが解答を得ることができず刀折れ矢尽き

た状態だった。考えに考えた増川さんは風

呂につかりながら｢どうしても駄目だ。明日

は駄目だという論文を書こう｣と決心して

浴槽から立ち上がった瞬間に新しい発想に

｢気づいたとひらめきの情景」を語っている。 
オワンクラゲの発光物質を探し出したか

ったノーベル化学賞の下村脩さんは、発光

物質が発光すると壊れてしまうのに困って

いた。だから光らないようにすれば抽出で

きることまでは分かったがその方法が分か

らなかった。一人でボートに乗ったり、家

でも妻とほとんど口をきかずに考えたりす
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自分の意志でこの世に生まれてきた人は

一人もいない。人は皆、何か知らない力に

よってこの世に生み出されてくる。賜った

命であり、仕事があり、人生があるのです。 

だれでも｢奇跡｣の可能性を持って生まれ

てきているのです。遺伝子の研究に取り組

み、遺伝子解読に成功、世界的業績を残し

た筑波大学名誉教授の村上和雄著の『生命

の暗号』によれば、人間の６０兆個の細胞

から成り立ち、その細胞の核の中に遺伝子

がある。遺伝子には｢こういうときはこう働

け、こういうときは眠っていろ！｣という指

令があり、それを遺伝子のＯＮ／ＯＦＦと

いう。遺伝子ＯＮの秘訣は物事をよいほう

へ考えること、すなわちプラス発想である。

人間の奇跡的な出来事も遺伝子の働きなし

には起きない。 

村上教授は、よい遺伝子を目覚めさせる

方法にこんなことを話している。末期ガン

を宣告された人が、モンブラン登頂に挑戦

したら免疫力が上昇した。また、ガン患者

に落語を聴かせ、大いに笑わせたあとで免

疫力を測定したら、同様に上がったといえ、

病気が改善に向かうことになるという。 
ＴＫＣの戦略経営者２月号に｢飛耳長目」

に書かれていたのが、今、あらゆる分野で

重要視される、｢ひらめき｣のことである。 

囲碁の総本山とも言える日本棋院の理事

長に昨年末就任した大竹英雄名誉碁聖は

48 期もいろいろな碁のタイトルを獲得し

た一流棋士だが、9 歳で神奈川県平塚市の

木谷実道場に入った。大竹少年は仲間と一

緒に毎朝碁を並べて古人や先輩の打ち方を

学び、それから朝食をとって登校した。 
冬に道場の廊下を雑巾がけして冷たい思

いをしていると、それまで解決できなかっ

た碁の問題局面が急にはっきりと浮かんで

きて、｢ぱあっと解ける｣ことがあった。｢な

んていうかな、誰も見ていないところで努

力していると、そういうことがあるんだ｣

と大竹理事長は朝日新聞紙上で語っている。  

る日が続いた。「あるときふと酸性・アルカ

リ性を調整することを思いつき」、すぐに研

究室に戻って試してみたら、光るのを止め

られた。その発見から発光を担うタンパク

質が抽出できた。 
これらは、遺伝子のＯＮ／ＯＦＦが関係

していると思われる。よい遺伝子を目覚め

させるには、こんなことを実行するのがよ

いと考えられる。①思い切って今の環境を

変える ②人との出会い、機会との遭遇を大

切にする ③どんなときも明るく前向きに

考える ④感動する ⑤感謝する ⑥世のた

め人のためを考えて生きる。環境を変える

と、体も心も新たな刺激を受けて眠ってい

た遺伝子が目覚める。心構えを変える、意

識の変化が遺伝子のＯＮ／ＯＦＦにかかわ

る。だから環境と心構えが遺伝子をコント

ロールする２つの大きなカギといえる。 

 
 
 
日経新聞に｢中小企業の資金繰り難で融

資促進、経営改善など柔軟に評価･･･金融機

関に中小企業の実態を踏まえた融資判断の

徹底を求める･･･｣と昨今の厳しい時代に企

業として金融機関に対して、どんなことが

大切になるのか！会計事務所は、何を対応

していくべきか！大事なことがでてきます。 
｢銀行による融資先の信用格付け制度」が

前提になります。金融庁の指導のもと、融

資判断や自行の引当金の判断のために、｢融

資先を点数評価｣し、｢融資先の格付け｣を行

っています。｢正常先｣｢要注意先｣などの６

段階の「債務者区分」の基になっています。 
この区分をする際の視点は｢点数化｣され

ます。｢定量分析｣は決算書からの財務分析

で｢決算診断｣をすることにより、｢収益性｣

｢安定性｣｢健全性｣等、６要素が点数化して

いきます。「決算診断提案書」が効果的です。

｢定性分析｣は計数化が難しい側面を点数化、

｢経営者自身の経営力｣です。｢マネージメン

ト・パワー｣が生きるのです。常々、経営者

が自己と向かい合っていくことで効果的に

なるのです。｢決算診断なくして経営なし｣

です。 

254号 
｢ひらめき｣は
どこからくるのか！ 

資金繰り難で、融資促進
－｢決算診断｣はますます生きる!!－ 
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